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 要 旨   
出生前の胎児での多量のアルコール曝露は心臓の形成奇形に関係している。しかし、よ

り低用量のアルコールの心臓に対する効果については分かっていない。この研究の目的は、

心筋細胞が成熟している時期である妊娠後期で、毎日エタノールを曝露することが心筋細

胞の発達にどのような効果を生じるか検討することである。妊娠雌ヒツジに、妊娠 95 日か

ら 133 日まで毎日 1 時間エタノール（0.75 g/kg）あるいは生理食塩水を注入し、組織を 134
日目で採取した。ヒツジではヒトと同様に妊娠後期に心筋細胞が成熟する。左心室（LV）

で、心筋細胞の数を不偏立体解析で測定し、心筋細胞の大きさと核の状態は共焦点顕微鏡

で測定した。コラーゲン沈着は画像解析で定量した。心筋細胞の増殖とアポトーシスに関

連した遺伝子は定量的 RT-PCR で測定した。 
 エタノール注入後の胎児の血漿エタノール濃度は 0.11 g/dL に達した。エタノール曝露は

心臓相対重量や左心室壁相対容量、心筋細胞の筋線維横断面積を有意に増加させた。エタ

ノール曝露は、二核性の心筋細胞の比率を 12%まで増加し、左心室の成熟を進展させた。

単核性の心筋細胞数は同様な程度まで減少していた。エタノール曝露群と対照群の間で心

筋細胞総数や間質コラーゲンでの違いは見られなかったが、エタノールを曝露された心臓

ではアポトーシスと関連した遺伝子の発現が増加していた。 
 妊娠後期での中等度量のエタノール曝露は胎児心臓の心筋細胞の成熟を亢進し、心筋細

胞と左心室組織量を増加する。心筋細胞の発達に対するこれらの効果は、長期間の心臓脆

弱性を結果として生じると考えられる。 
 
 
 
 

 




